




　平成 23年10月9日(日)、15日 (土)、

第一分館倉庫（旧知能機械実習工場）に

於いて、サブタイトルを「8mmフィルム、

　河口洋一郎東大教授によるＣＧ展が開催

されました。これは同氏が九州芸工大

（現；九州大）卒業であることや、2010年

にCGにおいて権威あるSIGGRAPH 

Awardを受賞したことによります。

　初日の講演で「未来の芸術生命体の

進化を考えると、彼らとは言葉ではなく、

情動的な体の動きでコミュニケーションを

とるのが良い。自然の進化のサバイバルの

中での生物の内包

する喜怒哀楽的表

現を芸術生命体の

創造として試みる

ことは奥深い」と。

　会場には数台のモニターに、初期作品

から宇宙世界に適応するように進化した

宙蟹までの精緻で自己増殖する生命体が

うごめいていました。

　平成24年2月17日(金)・18日(土)、箱崎

キャンパス総合研究博物館第一分館倉庫

（旧知能機械実習工場）において、水族館

劇場の演劇公演が行われました。

　水族館劇場は、1987年に旗揚げした

東京のテント劇団。旗揚げの中州の水上

公園での辻芝居から25年の活動、しかも

九州大学の博物館初の演劇の公演とあって、

他の大学博物館関係者や演劇ファンの皆

さんが詰めかけて下さり、観客数初日130

名、楽日180名で賑わう公演となりました。

　今回の演劇の核となった名代の奇書、

夢野久作の「ドグラマグラ」。その小説の

舞台となった九州大学での公演は、知の箱

である博物館にふさわしく、時代を超えて

九州大学が文学表現の世界にもたらした

光と影を知っていただく良い機会になり

ました。また第一分館倉庫を演劇表現の場

として、置かれている機械類を登場人物

として捉えた本作。博物館と水族館劇場

が共同して作り上げた「機械との記憶の

交換」と言った身体的なテーマは、雪が

シンシンと降る寒さもかかわらず、上演後

の興奮を巻き込み、眠る機械達も動き出

すような熱く芝居を語る夜となりました。

　本作をプレ公演とする水族館劇場の本

公演「NADJA 夜と骰子とドグラマグラ」

は、5月25日～ 6月4日、ベイサイドプレ

イス博多ポートタワー横「海の砦」にて。

更に大きなスケールで展開するスペクタ

ルなテント劇場でのドグラマグラの夢に

乞う御期待です。

懐かしい新しさに出会う夕べ」と名付け、

昭和30年代の福博の街を撮した映像の

上映会を行いました。今回上映された映像

は、第四回福岡アジア美術トリエンナーレ

の際に収集された8ミリフィルムから、

九州大学が映っていた作品を選びました。

撮影された頃と同じ時期に建てられた会場

で古い機械に囲まれながら見る映像は、

九州大学の創立以来の数ページではあり

ますが、当時を振り返り、新たな百年を刻む

ための手がかりになることと思います。

c Yoichiro Kawaguchi

Close-up Event & Exhibition

KIWOKU no TOBIRA

 CG 映像作品展
河口 洋一郎

－MORPHOGENESIS－
開催期間： 2011年10月6日（木）～11月4日（金）

場所： 箱崎キャンパス

　　  五十周年記念講堂2階ファカルティ

AHA！博多映像の活用を考える会メンバー

場所： 箱崎キャンパス総合研究博物館第一分館倉庫（旧知能機械実習工場）

開催期間： 2011年10月9日（日）、15日（土）

－8mmフィルム、懐かしい新しさに出会う夕べ－
記憶の風景

－ドグラマグラの夢がはじまる－

機械仕掛けの糸姫

水族館劇場九州大学総合研究博物館公演

水族館劇場2012博多公演実行委員会

場所： 箱崎キャンパス総合研究博物館

　　  第一分館倉庫（旧知能機械実習工場）

開催期間： 2012年2月17日（金）、18日（土）

担当：竹田 仰 九州大学総合研究博物館館長

担当：津田 三朗

担当：津田 三朗
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